記入例

年　　月　　日

高砂市長　様

申請者　団体名　　　　　　　　　　　
代表者　住　所　　　　　　　　　　　
氏　名　　　　　　　　　　　

集会施設整備事業補助金交付対象事業選定申請書

地域住民の福祉の向上及びコミュニティ活動の活性化のための拠点となる施設整備のため、集会施設整備事業補助金の交付を受けたいので、下記のとおり関係書類を添えて申請します。

	1
	自治会
	(1)名　　称　　●●自治会
(2)所 在 地　　荒井町千鳥１丁目●-●
(3)世 帯 数　　●●世帯
(4)地縁団体認可　　☑有（平成●年●月取得）、□無
(5)他の所有集会施設数　　☑有（１か所、●●会館）、□無

	2
	集会施設の概要
	(1)名　　称　　●●自治会集会所
(2)所 在 地　　荒井町千鳥１丁目●-●
(3)建築年月　　昭和●年●月●日
(4)面　　積　　土地面積　●●.●●㎡、建物面積　●●.●●㎡所有者が申請団体以外の場合は、使用承諾書等を得られることを確認してください。

(5)土地所有者　●●自治会
(6)建物所有者　●●自治会

	3
	集会施設の整備の必要性
	(具体的に記入してください)
・屋根瓦の損壊により雨漏りしている
・外壁にひび割れが発生し、雨水がしみ込んでいる
・内壁が雨漏りと経年劣化によりはがれている
・くみ取り式和式トイレの使い勝手が悪い
・和室は、椅子が使えずに足腰の悪い人にとって使い勝手が悪い
・入口等に段差あり危険である
・内装・外装の老朽箇所の修繕が必要である
・設備機器の更新が必要である

	4
	対象事業区分
	(1)□新築　、□取得、　□大規模修繕該当区分に☑

(2)□増改築　、☑修繕

	5
	対象事業の概要
	(具体的に記入してください)
・屋根の雨漏り（1か所）補修、外壁補修及び塗装
・内壁の補修、トイレの内装の改修該当箇所に☑

・内装・外装の老朽箇所の修繕
・設備機器の更新
(☑安全性の向上、□利便性の向上、☑バリアフリー化)

	6
	期待される成果
利用用途
	(期待される成果)
・これまで地域の拠点として活用してきたが老朽化してきた。老朽箇所の整備及びバリアフリー化により、より使いやすくなり、コミュニティ活動の活性化が期待できる。
・福祉部会（年24回開催）活動が活発であるが、バリアフリー化により、参加者増が期待できる。
(利用用途)
・地域３世代交流イベント
・いきいき百歳体操

	7
	補助対象経費
(総事業費)
	5,000,000　円（総事業費　5,200,000　円）

	8
	他の補助金交付申請予定及び交付実績(有の場合)
	平成26年9月　コミュニティ助成　（2,300,000円）
令和●年●月　●●助成金　申請予定（500,000円）

	9
	事業計画等
	事業着工予定年月日　　　令和●年●月●日年度内に完了してください

事業完了予定年月日　　　令和●年●月●日

	10
	その他特記事項
	数年後に、地域内で約３０世帯の住宅開発計画があり、自治会世帯数の増加が見込まれる。あわせて子どもの増加により、子ども会活動の活性化が予想されるために、地域の拠点を整備したい。今後の自治会としての展望等があればご記入ください。


	11
	添付書類
(添付書類に☑してください)
	(1) ☑事業計画書（様式第２号）
(2) ☑補助対象事業に係る見積書の写し
(3) ☑補助対象事業に係る設計書（平面図‣立面図）及び付近見取図
(4) ☑現況写真
(5) □世帯数が確認できる資料（新築、取得、大規模修繕の場合のみ添付が必要です。）
(6) □その他



